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摘要

　　本企以《夕卜国悟学研究第19号》所投稿的論文力基杣，遊行的拓展分析。在19号所投企文中，以恩姉寺村

政男所著的満洲悟注音《満洲語注音・注釈『玉堂字彙』一研究と翻刻・播訳》力原始資料，図夢其中的満悟

似声洞拡杏洞，息拮了官的形杏井遊行了分美。杁形志上将満洲悟似声伺捌恋伺分力単鈍形式与双梧形式。

　　本稿遊一歩以単鈍形式的似声洞捌悉洞力中心，井以伺尾力b，k，　ng的洞悟遊行意又上的具体分美。在分

美的同吋再雲拭倣満和対比分析。

キーワード　浦洲語　玉堂字彙　オノマトペ　語尾　単純形式

0．はじめに

　筆者は、寺村政男「満洲語注音・注釈『玉堂字彙』（子集～亥集）一研究と翻刻・播訳一」の12集から抜

き出した満洲語のオノマトペを、単純形式と双語形式に分けてみた。単純形式のオノマトペは、主に語尾

が母音で終わるもの（～V）と、語尾が子音で終わるもの（～C）をさす。例えば、「cu」、「hoo」が母音

「u」、「o」で終わるオノマトペであり、「cib」、「□」が子音「b」、「k」で終わるオノマトペである。一方、

双語形式のオノマトペは、二つの語がくみあわさったもの乃至一つの語を繰り返したものをさす。例えば、

「per　par」、「tang　tang」などである。

　本稿では、満文『玉堂字彙』から抜き出した語尾がb，kngで終わる単純形式のオノマトペについて、満

洲語のオノマトペの日本語訳（寺村訳）をもとにして、河内『浦洲語辞典』を参考しながら、擬音と擬態と

いう視点から再分類する。そして、唯一の先行研究曉春（2015）「満語擬声詞色議」の分析を参考とし、そ

の相違点をまとめる1）。

1．語尾がbで終わる単純形式のオノマトペ

　この節では、満洲語の子音「b」で終わるオノマトペ「～b」について、満和辞書などに沿って、基礎的

な分析を行う。満文『玉堂字彙』の12集から抜き出した「～b」の単純形式のオノマトペは、「cib」（ひっ

そり）、「gib」（がんと）、「keb」（睦まじい）、「kob」（ぴたり）、「lab」（がぶがぶ）、「tob」（正しい）が挙げ

られる。

1．1　満洲語オノマトペ「gib」の満和比較

表1－1

漢字 所在 満洲語の解釈 寺村訳

晴 未・耳部201－9 gib　sembi グワーンと耳が振動する様

河内（2014）『浦洲語辞典』
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見出し語：gib　seme　2）

象徴詞。がんと。つんと。大音のためにしばらく耳が聞こえなくなった。耳震聾。

　表1－1と『浦洲語辞典』を照らし合わせたところ、共通するのは、寺村訳の「グワーンと」と『浦洲語

辞典』の「がんと」がほぼ一致するのが分かる。そして、「グワーンと耳が振動する様」から見ると、「gib」

は擬態語だと思われる。次に、満和比較の視点から、「gib」は擬音語か擬態語に近いのを検討していきた

い。r日本国語大辞典』では、「がん」の説明は以下のように書かれている。

①鐘、鉦などの音を表す語。また、物を強く打った音を表す語。

②転じて、手きびしく打撃を与えるさまを表す語。

　つまり、「がん」は、擬音語でもあり、擬音語をもとにして派生した擬態語でもある。しかし、擬態語の

場合は、「gib」の使用範囲とのずれが現れる。また、「gib」は、被修飾の対象が耳のみである。

1．2　満洲語オノマトペ「keb」の満和比較

表i－2
漢字 所在 満洲語の解釈 寺村訳

膏 子・人部852 keb　sembi 睦まじい

河内（2014）『浦洲語辞典』

見出し語：keb　seme3）

①象徴詞。極めて親密な貌。親近様。

②象徴詞。ぐったりと。非常に疲労した貌。乏極。

③象徴詞。ぱたりと。不意に物の倒れ落ちる貌。物忽落下。

　つまり、『玉堂字彙』に出てくる「keb」の意味は、親密なさま以外に、疲れる様子と倒れ落ちるさまも

含んでいる。そして、この三つの意味は、互いのむすびつきが見えにくい。また、親密さを表す場合、寺村

訳は「睦まじい」であり、『浦洲語辞典』は「極めて親密な貌」である。換言すれば、満洲語では「keb」

が擬態語として定着され、日本語のオノマトペに直訳する傾向がみられない。

仁3　満文『玉堂字彙』における単純形式のオノマトペ「～b」の分類

　満文『玉堂字彙』から抜き出した「～b」のオノマトペの延べ語数は、13語であり、異なり語数は、6語

である。擬音語と擬態語に分けると、以下のようになる。

表1－3　満文『玉堂字彙』における単純形式のオノマトペ「～b」の分類

擬音語 gib　グワーンと

cib　ひっそりと

擬態語 kob　ぴたりと

lab　がつがつと

keb　睦まじい
類似オノマトペ

tob　正しい

多義オノマトペ cib　ひっそりと／さっと
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　この節で挙げたオノマトペは、同じく「～b」の単純形式のオノマトペであるが、意味上においては、

はっきりとした共通点がみられない。しかし、暁春（2015）は、満洲語の子音「b」を語尾音としたオノマ

トペについて、以下のように書いている4）。

表示力度較大，但不太哨亮的声音。（筆者訳：力強いが、あまり高らかではない音を表す）。

　これは、曉春がもっぱら擬音語を対象として分析を行って導いた結論だと考えられる。そして、『玉堂字

彙』に出てくる「～b」の単語形式のオノマトペは、殆ど擬態語である。「gib」（がんと）の方は、たしか

に擬音語の意味も含んでいるが、曉春が出した結論は、寺村訳の「耳がグワーンと振動するさま。」、『浦洲

語辞典』による「大音のためにしばらく耳が聞こえなくなった。」との相違が現れる。

2．語尾がkで終わる単純形式のオノマトペ

　満文『玉堂字彙』の12集から抜き出した「～k」の単純形式のオノマトペは、「cik」（ふと）、「ek」（ぞっ

と）、「fak」（がっちり）、「飲」（もくもく）、「hak」（疾を吐く音）、「hiyUk」（称賛する）、「kek」（すっと）、

「kiyak」（ぽきっ）、「pak」（ばちん）、「patak」（ぽとん）、「pocok」（どぼん）の11語が挙げられる。『満洲

語辞典』により、「fak」「肚」「hak」「kiyak」「pak」「patak」「pocok」が象徴詞（オノマトペ）として取り

扱っている。そのうち、擬音語は、「hak」「kiyak」「patak」「pocok」であり、擬態語は、「fak」「皿」であ

る。そして、擬音語と擬態語を兼ねるのは「pak」である。また、「hiy口k」は、『満洲語辞典』には収録さ

れていない。

2．1　多義オノマトペ「fak」

表2－1

漢字 所在 満洲語の解釈 寺村訳

偶 子・人部61－3 fak　sembi 体ががっちりしている、疲労でぐったりとした様

河内（2014）『浦洲語辞典』

見出し語：fak　seme5）

①象徴詞。がっちりと。背は低いが頑丈な人を形容する言葉。敦實。

②象徴詞。どさりと。疲れて坐る貌。乏坐様。

③象徴詞。ばったりと。（突然）人事不省に陥った貌。忽然迷倒。

　「fak」というオノマトペは、満文『玉堂字彙』から抜き出した「～k」のうちに、唯一の多義語である。

詳しくは、2．2で分析を加えることにする。

2．2　満文『玉堂字彙』における単純形式のオノマトペ「～k」の分類

　満文『玉堂字彙』から抜き出した「～k」のオノマトペの延べ語数は、19語であり、異なり語数は、11語

である。以下は、その分類である。
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表2－2　満文『玉堂字彙』における単純形式のオノマトペ「～k」の分類

hak疾を吐く音。ぺっ、かあっ。

Idyak　乾いた木の折れる音。ぽきんと

擬音語 pak爆竹などが炸裂する音。ぽん。

patak　石が落ちる音。ごとん。

pocok水に物が落ちる音。どぼん。

fak　ぐったり

丘k　むくむくと
擬態語

pakかちかち

cik　ふと

ek　人を嫌って合うのを恐れる様。
類似オノマトペ

kek　気に入る。思い通りになる。

多義オノマトペ fak　がっちり／どさりと／ばったりと

辞書収録なし hiyUk称賛する

曉春（2015）は、満洲語の子音「k」で終わるオノマトペについて、以下のように書かれている6）。

表示在短吋同内友生的声音。（筆者訳：短時間のうちに発する音を表す）。

　この節で挙げた『玉堂字彙』における単純形式のオノマトペ「～k」（擬音語のみ）の音の分布は、表2

－ 2をもとにして、以下のようにまとめられる。

　　hak（疾を吐く音）

　　kiyak（乾いた木の折れる音）

　　pak（小さい爆竹の音／硬いものを地に投げた音）

　　patak（小さくて硬い物が地に落ちた音）

　　pocok（物が水中に落ちる音）

　時間的に言えば、皆短い間に発した音である。そして、物の発する音が澄んでいる或いは冴えていると

いう特徴も見られる。これは、清音「k」の影響に起因するかもしれない。しかし、曉春（2015）は、もっ

ぱら擬音語を対象として分析を行ったため、「～k」の擬態語への関心が欠けている。第2節で挙げた11語

の中には、「fak」「肚」は擬態語とし、「pak」は擬音語と擬態語を兼ねるものとして扱われている。このう

ち、「fak」が多義語である。河内（2014）『満洲語辞典』による説明をまとめていうと、以下のようになる。

fak（①背は低いが頑丈な人を形容する言葉　②疲れて坐る貌③（突然）人事不省に陥った貌）

欣（草木の密生した貌）

pak（飯や肉がひどく乾いて硬くなり、食えないさま）

　以上述べたように、満文『玉堂字彙』における「～k」の単純形式のオノマトペ（擬態語のみ）の特徴

を、その日本語訳から導き出すのは難しい。しかし、これらのオノマトペの意味的な背景を吟味すれば、お

そらく、「収縮する」または「エネルギーの消耗」というのが共通しているところだと考えられる。「fak」

の方は、物事が縮んだり、エネルギーがなくなったりするという特徴をもっている。「飲」の方は、ばらば

らになっていない状態を表す傾向がある。「pak」の方は、物が固まっているということを意味しているの

ではないかと考えられる。
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3．語尾がngで終わる単純形式のオノマトペ

3．1　類似オノマトペ「keng」の満和比較

表3－1

漢字 所在 満洲語の解釈 寺村訳

槍 丑・口部59－9 keng 咳の音

櫃 卯・心部60－8 keng　sembi 思い通りになる

恩 卯・心部60－9 keng　sembi 思い通りになる

河内（2014）『浦洲語辞典」

見出し語：keng　7｝

　象徴詞。こんこん。咳をする聲。乾敷聲。

見出し語：keng　seme，－sembi8）

　久別忽然遇｛尉心之意。

　表3－1で示したように、「keng」は、咳の音を表すほか、「思い通りになる」という意味でもある。日

本語オノマトペの「こんこん」には、それに相当する意味があるかを検証するため、『日本国語大辞典』に

でてくる「こんこん」を調べた。仮名表記の「こんこん」には、咳の音、キッネの鳴き声、堅いものが打ち

当たってたてる音、雨や雪、あられなどの降るさまなどの意味がある。いずれも、「思い通りになる」とい

う意味に当てはまらない。

　一方、漢字表記の「こんこん」には「昏昏・惜惜」、「濠渡・渾運・混混」、「献献」、「懇懇・梱梱」という

言葉がある。そして、河内（2014）『浦洲語辞典』での見出し語「keng　seme，－sembi」の意味は、「久別忽

然遇愉心之意。」（筆者訳：久しぶりに出会って、心が慰む。）であるため、「懇懇・梱梱」という言葉には一

致しないが、意味が近いのではないかと思われる。その意味は、『日本国語大辞典』では、以下のように書

かれている。

形動タリ。心をこめたさま。また、親切に繰り返し言うさま9）。

　以上述べたように、仮名表記の「こんこん」は、「keng」にある「思い通りになる」と言う意味とは異な

るが、漢字表記の「懇懇・梱梱」に類似するのが分かった。

3．2　満文『玉堂字彙』における単純形式のオノマトペ「～ng」の分類

　満文『玉堂字彙』から抜き出した「～ng」のオノマトペの延べ語数は、106語であり、異なり語数は、24

語である。以下は、その分類である。
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表3－2　満文『玉堂字彙』における単純形式のオノマトペ「～ng」の分類

ang　戦い、喧嘩の時の音。

bhlg腹がグーッと言う。

giyang犬がきゃんきゃん吠える音。

hung　火の燃えおこる音。ぱっと。

keng　咳の音。こんこん。

擬音語 kung大きなものが地に落ちる音。どかん。

kutung　どたん、ずしん。

kOwang　コーンという響き。

tang太鼓がトンと鳴る音。

㎜lg鐘の響く音。ご一ん

yang蚊などが飛ぶブンブンという音。

cing火のつく様。ぱっと。

c皿g　しゃにむに歩く様。

darang体が長い様。だらりと。

gejing　くどくどと

9μJungこつこつと

hiy胆gこらっと
擬態語

kang　がやがやとしゃべる様

kak亘ngがたんと

katang　物の硬い様。かちんかちん。

ping腹が張る様。ぴんと。

§uwarangするりと

teng　しっかりと

lUng一心に、心を込めて。
類似オノマトペ

keng　思い通りになる。

辞書収録なし bing腹がグーッと言う。

暁春（2015）による「ng」を語尾音とした擬声語の特徴は、以下のように書いている。

表示校長而厚重的声音或強烈碓撞，穿透力校強的声音（筆者訳：長い且つ重々しい音、または激しく衝突

したり、強く貫通したりする音を表す。）

　確かに、「kUtUng」（どたん）、「kung」（どかん）、「ung」（ゴーン）のような擬音語は、重々しい音を表

すのであるが、「keng」（咳の音）、「yang」（蚊の飛ぶ音）などは、暁春のまとめた特徴とのずれがみられ

る。また、「ng」で終わるオノマトペには、擬音語だけではなく、「gUjung」（こつこつと）、「darang」（だ

らりと）、「gejing」（くどくど）などの擬態語もある。

4．おわりに

　周知の通り、中国語には、擬態という概念が存在していない。しかし、日本語の擬態語に相当するものが

ないというわけではない。先行研究暁春（2015）では、満洲語のオノマトペをもっぱら擬音または擬声とい

う視点から取り扱ったので、擬態語への関心が欠けている。また、曉春は、子音を語尾音としたオノマトペ

が持つ特徴を一文のみでまとめたので、満文『玉堂字彙』にでてくるオノマトペにすべてあてはまるとは言
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えない。したがって、筆者は、日本語オノマトペの持つ特徴と同様に、擬音語、擬態語に分類してみた。さ

らに、形態から見れば（「seme」がついている）、満洲語オノマトペと一致するが、意味としては、日本語

には直訳しにくいものを、類似オノマトペに下位分類した。

　本稿では、語尾が子音b，　k　ngで終わる単純形式のオノマトペを手掛かりに、擬音と擬態の視点から分類し

てみた。今後は、双語形式のオノマトペを対象として分類し、満和比較の視点から検討していきたいと思う。
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　・寺村政男『満洲語注音・注釈『玉堂字彙』巳集一研究と翻刻・播訳一』

　　「水門（みなと）会」特刊叢書一第4号一　「水門（みなと）会一言葉と歴史」編集部2015．12．25

　・寺村政男『満洲語注音・注釈『玉堂字彙』午集一研究と翻刻・播訳一』

　　「水門（みなと）会」特刊叢書一第5号一　「水門（みなと）会一言葉と歴史」編集部　2016．0420

　・寺村政男『満洲語注音・注釈『玉堂字彙』未集一研究と翻刻・播訳一』

　　「水門（みなと）会」特刊叢書一第6号一　「水門（みなと）会一言葉と歴史」編集部　2016．07．20

　・寺村政男『満洲語注音・注釈『玉堂字彙』申集一研究と翻刻・播訳一』

　　「水門（みなと）会」特刊叢書一第7号一　「水門（みなと）会一言葉と歴史」編集部　2016．10．30

　・寺村政男『満洲語注音・注釈『玉堂字彙』酉集一研究と翻刻・播訳一』

　　「水門（みなと）会」特刊叢書一第8号一　「水門（みなと）会一言葉と歴史」編集部　2017．03．31

　・寺村政男『満洲語注音・注釈『玉堂字彙』戌集一研究と翻刻・播訳一』

　　「水門（みなと）会」特刊叢書一第9号一　「水門（みなと）会一言葉と歴史」編集部　2017．0720

　・寺村政男『満洲語注音・注釈『玉堂字彙』亥集一研究と翻刻・播訳一附・部首別索引』

　　「水門（みなと）会」特刊叢書一第IO号一　「水門（みなと）会一言葉と歴史」編集部2017．10．15
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